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　　　　　ロ シ ア貴族 の 家庭教育
一 18世紀後半 に お ける外国人家庭教師 を中心 に

一

小野寺　歌 子

は じめ に

　18世 紀 は ， ピ ョ
ー トル

ー
世 改革 の 産 物 で あ る 貴族 （dvorjanstvo）が ， 支 配

階級 と して 指導的な役割を果た した 時代で あ っ た 。 その 貴族階級 に と っ て ， 主

要な 教育形態 の
一

つ が 家庭教育で あ っ た 。 支配階級の 中心的 な教育形態 と して ，

家庭教育 は国家 に よ る教育政策 の コ ン トロ ー ル を受 けつ つ も， 基本的に は そ の

自律性 を維持 して い た 。

　貴族の 家庭教育 ， と くに そ の 主た る担い 手で あ っ た 外国人家庭教 師の 教育実

態 に つ い て は ， これ まで 制度 史や教育思想 史中心 の 教育史研 究 に お い て
， 関心

が 寄せ られ る こ とは少 な か っ た 。

1
そ うした 中 ，

ロ シ ア 史家 V ．0 ．ク リ ュ チ ェ フ

ス キ ー は そ の 大著
『

ロ シ ア史講話』 で
，

ロ シ ア貴族 の 私 的教育 に 言及 して い る 。

また ， 貴族文化研究の 枠内で は 亅u ，M ．ロ ー トマ ン
， 女性史 ・ 家族史サ イ ドか ら

は N ．R ．プ シ ュ カ リ ョ
ー ヴ ァ の 研 究が ある 。

　 ク リュ チ ェ フ ス キー は ， 外国人家庭教師 を 18 世紀貴族 家庭教育の 主 た る担

い 手 と した 一ヒで ， そ の 性格の 変容 を指摘 して い る 。 す な わ ち ，
18世紀 前半 の

外国 人 家庭 教 師 は ，

「理 髪師 1 な ど教育関係以 外 の 者 を含 み ， 思 想 に 欠 け た

「
不適格 な輸入 教 育者 」 で あ っ た が

，
18世 紀後半 に は

「
自由思想家」 へ と変貌

した 。 外 国人家庭教 師の 教育実態に つ い て ， ク リ ュ チ ェ フ ス キ
ー

は全 く触れて

い な い が ， 18世 紀後 半の 自由主 義者 に よ る教育が ，
ロ シ ア貴族 に 精神的 ・知

的影響 を与 えた こ と を重 く見て い る♂

　 また ロ ー トマ ン は貴族女性 の 教育 に 関 して ， ス モ
ー リヌ イ女学 院や パ ン シ オ

ン に 言及 しなが ら も， 家庭教育 を女子教育形態 の 最 も流布 した典型 と して 捉え

て い る 。 そ して 外国人 家庭教師 に よ る教育が 外国語の 日常会話 訓練 や 行儀作法 ，

才芸 な どに 限定 され ， 表面 的で あ っ た と判断して い る 。
と は い え外国語の 習得

が
， そ の 後 の 外国 の 文学や 文化 に接 す る可能性 を広げた こ とを指摘 して い る♂

　 さ らに プ シ ュ カ リ ョ
ー ヴ ァ は ， 18世紀 後半 以 降 の 貴族女子 家庭教育 が 大 き

な成果 をあ げた と主張 して い る 。 家庭教 育を受 け た 女性 は の ち に 母親 とな り，
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今度 は み ずか ら子 ど もの 教育に 携わ る よ うに な っ た ， と。

4

　 こ う した 研究 を踏 ま えて ， 本 稿 で は 18世紀後半 を中心 に ， 外 国人 家庭教師

に よ る家庭教育の 実態 とロ シ ア貴族文化 に与えた影響 を考察す る 。 以 下 ， 第
一

節で は 18世 紀の ロ シ アの 貴族社会 と外国人家庭教 師が 登場 した 教育政 策的 ，

貴族文化 的背景 を概観 す る 。 つ づ く第二 節で は ， 外国人 家庭教師の 雇用事情 と

教 育実態 を具 体 的 に み て い く。 そ の 上で 第三 節 で は ， 外 国人 に よ る家庭教育が

ロ シ ア貴族文化に与 えた影響 と成果 とい う視点か ら総括 して み た い
。

　本稿で 史料 とし て 主 に依拠 す るの は ，   外 国人家庭教 師か ら教 育 を受 け た 貴

族 の 回想録や覚 え書 き， 日記 ， 書簡 な どの記録 ，   外国人家庭教師に 関す る同

時代の 論考 ， そ して   外国人家庭教 師が 登場 す る 文学作 品で あ る 。

　1819 世紀前半の 回想録に 関す る A ．G ，タ ル タ コ フ ス キ ー の 最新研 究 に よれ

ば，
ロ シ ア で は 18世紀初頭 に 回 想録 が文 学 の

一
ジ ャ ン ル と して 成立 した が

，

その 目的 は も っ ぱ ら子 ど もや 家族 ， 子孫の た め の 記録 に 限定 さ れ て い た 。 さ ら

に 19世紀
一

特に ロ シ ア社会に 大 きな衝撃 を与 えた 1812年 一一 以 降 ， 回想録

は社 会評 論 的性 格 を帯 び て い く。 ま た こ の 頃 か ら 回想 録 は ，
プー

シ キ ン や

ヴ ャ
ー ゼ ム ス キ ー な どに よ り， 歴史史料 と して 注 目され る よ うに な る 。 そ う し

た性格の 変容 プ ロ セ ス をお さえた ltで ， タル タ コ フ ス キ
ー

は 回想録 を 「人生経

験 や歴史的記憶，
そ して V シ ア 人 の 数世代 に わ た る個人 的意識の 形成 を表現す

る もの 」 と位置づ け ， そ の 史料的価値 を高 く評価 して い る 。

5

　 とは い え M ，ラ エ フ は ， 家庭教師 と， 教育 を受 け る側 で あ る貴族 子弟や 両親

と の 間に 信頼関係 が確立 されず ， それ ゆ え文学作品や 回想録 に お い て も， 外国

人な ど家庭教師の 質の 低さ が 強調さ れ る傾 向が ある と主 張 して い る 。

b
そ う し

た 指摘 を踏 まえ て ， 史料 を利用 す る際に は ， 回想録 や 冂記 の 著者 自身 の 主観的

判断 よ りも， 客観 的事実 を重視す る必要が あ るだ ろ う。

1
． 貴族家庭教育の 普及 と外国人 家庭 教師

　 18世 紀 は ，
ヨ ー v ッ パ 社会 に お い て 教 育の 世紀 と い わ れ る よ うに ，

ロ シ ア

に お い て も ま た ， 教育 改革 の 時代 で あ っ た 。
ピ ョ

ー トル
ー
世 は

， それ ま で 聖職

者階級 に よ っ て 独 占さ れ て い た 教 育 を 国家 の 管轄 に 移 し， 航 海 学 校 （創 設

1701 年）や海軍兵学校 （同 1715年） な ど， 武官養成 を 目的 と した 各種専門教

育機関を設立 した 。
これ ら教育機関は富国強 兵の 立場 か ら

， 農民 や農奴 を除 く

あ らゆ る 身分 に 門戸が 開放 され て い た 。 貴族 に 対 して は ， 国家勤務者 を育成す
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る と い う国家的利益か ら ， 勤務義務 と同時に 就学 義務 を課 した 。 さ らに ， 貴族

が 家庭教育や海外留学な ど の 私的教育 に 固執 し， 子弟の 就学を拒否 した 場合，

勤務忌避者 とみ な し， 厳罰に処 した 。

　 こ う し た教育政策へ の 貴族 の 反発や 抵抗は強 く， その 結果， 目立 っ た成果 を

上 げる こ とはで きな か っ た 。 貴族 に と っ て ， 子弟 の 教育 は私的領域 で あ る とい

う認 識が強か っ た の で あ る。 また ，
1722 年の 官位等級表の 制定 と同様 に

， 専

門教育機関で は貴族 の 身分 的特権 が意味 を成 さ なか っ た こ と に もよ る。

　ピ ョ
ー

トル
ー
世 の 教育政策は その 死 後 ， 後継者た ち に よ っ て ， 徐 々 に貴 族側

の 利益 や 要望 を受 け入 れ る形で 修 正 さ れ る 。 まず 1731 年に は最初の 貴族幼年

学校が 設立 され る。
こ の 学校 は貴族 の

一一
部の み を対象 と し， 卒業 者に は将校 か

らの 勤務 を認め る特権 を付 与 した 。

7
以 後 ， 同様 の

「
閉鎖的」 特権学 校が 相次

い で 設立 され る と と もに
， 就学義務が 緩和 さ れ ， 私的教育 が公認 され る 。 家庭

教 育 は もは や 勤務 忌 避で は な く， 学校教育 と とも に貴族の
一

教育形態 と して普

及 して い くこ とに な る 。

　以 上 の 動 向 は ， 男性 を対象 と した もの で あ っ た が ，
18 世紀後半 に は ， 女子

教育 へ の 関心 が 高ま っ て い く。
エ カ テ リー ナニ 世治世 に お け る西 欧啓蒙思 想の

浸透 を背景 に ， 良妻賢母 を育成 す る とい う目的か ら女子 の 学校教育 と家庭教育

が徐々 に普及 す る 。 と くに 家庭教育は 18世紀後半以降， 男性 の 就 学機会 の 拡

大 に 伴 い
， 男子 家庭教育 が学校入学の た め の準備教育的性格 を帯びて い っ た の

と は対照的に ， 学校教育が ペ テ ル ブル グな ど局地 的に み ら れ た に す ぎな い 女子

の 場合 ， 家庭教育 は 最 も主要な教育形態 と して 位 置づ け られ ， 19世 紀以降 も

そ の 大 きな意義を持ち続 け る こ とに な っ た の で あ る。

　こ うした 貴族教育に お い て は
， 外国語や外国文化 に 関す る教 育が一

般的 とな

り， 外国人 が その 担い 手 とな っ た 。 そ の 背景 と して ， 第一
に ピ ョ

ー トル 以 降進

展 した ， 西 ・中 ヨ ー P ッ パ 諸国 との 政治的 ・ 経済的関係の 強化が あげ られ る 。

ヨ ー U ッ パ 諸 国か ら ロ シ ア へ の ヒ トの 移動 も大 き くな り， そ うした 中で 教育の

担 い 手 で ある外 国人 教師の 数 も増加 した と思わ れ る 。 た とえ ば 18世紀末ペ テ

ル ブル グの 人 冂 は お よ そ 22万 人 に 達 し， そ の うち 3万 5 千人 が外国籍 で あ っ

た 。 国別 で は ドイ ツ人 が 23
，
612 人 と最 も多 く，

つ い で フ ラ ン ス 人 4
，
000人 ，

ス

ウ ェ
ー デ ン 人 2，360 人 ， イ ギ リ ス 人 900人 で あ っ た♂ こ れ ら外 国籍 住 民 の 職

業 は 外交官 や政府 関係 者， 技術者， 学者， 建築家， 軍人 ， 商 業従事者， そ して

家庭教 師を含 む教育関係者で あ っ た 。
ペ テ ル ブル グに 関 す る 1．ゲオ ル ギー の

詳細 な記述 で は ， 在住 フ ラ ン ス 人 の 職業の
一

つ と して 家庭教師 を あげて い る 。

v
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また ロ シ ア 帝国 自体 も ，
エ カ テ リー ナニ 世時代の ポ ー ラ ン ド分割等な どに よ り

隣接す る ヨ ー ロ ッ パ 地域 を編 入 し
， 帝国 内に ロ シ ア人 以 外の 民族 を組 み 入れ た 。

　第二 に ， 西欧化政策の 進展 と と もに ヨ ー ロ ッ パ 文化， 特に フ ラ ン ス 文化の 影

響 が
， 貴族の 教育プ ラ ン に 決定的 な作用 を及 ぼ した 。 ク リ ュ チ ェ フ ス キ

ー
に よ

れ ば
，

18世 紀 中葉以 降 ，
ロ シ ア 貴族 は国家勤務が 免除 され る

一・
方で ， 従来の

すべ て の 特権 を保持 し つ つ
， 新た な権利 を獲得 して い っ た 。 そ の 経済基盤 は依

然 と して 農奴制 に よ っ て 支 え られ て お り， 貴族 は 「完全 に 無為な階層」 とな っ

た 。 勤務か ら解放 され た貴族 は外国文化 ， 嗜好や流行， 衣装， 行儀作法 ，
そ し

て と くに 演劇へ の 関心 を高 め て い く。 この こ とが ，
ヨ ー ロ ッ パ 的教養 の 必要度

を高め ， 貴族教育に 決定的な影響 を及ぼ した 。

1°

　さ らに ， 西欧啓 蒙思想の 影響 は測 り知 れ な い 。
エ カ テ リー ナ ニ 世 はデ ィ ドロ

や ヴ ォ ル テ ー ル らと個人 的 な交流 を もっ て い た が ， 彼 らの 著作を ロ シ ア に紹介

す る 役割 も果 た した 。 貴族 は ，
ヨ

ー U ッ パ の 先進 的 な思想や 文化を， 時代 に後

れ ず理解す る こ とを必要 と感 じた 。 そ うした 教養の獲 得手段 と して外 国語 を重

視 した 貴族 は ， 外 国人の 家庭教師 を雇用す る よ うに な っ た の で あ る 。

2． 外国人家庭教師の雇用 と教育の 実態

　外国人 家庭教師の 雇用 と教育 内容 に関 す る史料 は ， きわ め て 限 られ て い る 。

こ こ で は ， 外国人家庭教師か ら教育 を受 けた貴族 の 回想録 をも とに ， そ の 実態

を大 ま か に把握 した い
。

　教育 を担 っ た家庭教 師の 経歴 や その 雇用パ ター ン
， そ して教育内容 に もとづ

き ， 史料 を次 の 二 つ に 類 型 化す る こ とが で き る 。 第
一

の タ イ プ は， 知 人 の 紹介

等 を通 じて ， 専門知識 を有す る経験豊富 な教師を海外 か ら呼び 寄せ た ケー ス で

ある。
と くに それ は ， 経済的余裕 の あ る ， 名門貴族 に あて は ま る 。 た と えばア

レ ク サ ン ドル ・ P ・ ヴ ォ ロ ン ツ ォ フ （1741
．1805）は ペ テ ル ブ ル グ に 生 まれ

，

の ち に イ ギ リス 大使， 元 老院議員 ， お よ び商務 大臣 を務 め た が ， 少年期 に ， 当

時副宰相 で あ っ た伯父 ミハ イル の計 らい に よ り，
ベ ル リン で 教育 者 と して 高い

評 価 を 受 け て い た ドイ ツ 人 女 性家 庭 教 師 （guvernantka ）ル イ ノ ー と ヴ ェ ル

ガ ーか らフ ラ ン ス 語 を学 ん で い る。 父 親が 子 ど もた ち の た め に オ ラ ン ダか ら取

り寄せ た 豊富 な蔵書 と ， 週 に 二 度 フ ラ ン ス 喜劇 を観劇 す る家庭環境 もあ っ て ，

ヴ ォ ロ ン ツ ォ フ は 5．6 才か ら読書欲 を示 し， ヴ ォ ル テ
ー

ル や ラ シ
ー ヌ

，
コ ル ネ

イ ユ
， ボ ア ロ ー な どの フ ラ ン ス 文学 に親 し ん で い る 。 また ，

フ ラ ン ス 語 の 他に
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ロ シ ア 語 の 読 み 書 きの 教育 も行わ れ て い た ♂

　また 宮廷 に 近 く，
ウ ラル に 鉱 山冶金業 の 工 場 を所 有 して い た こ とで も知 られ

る名門ス トロ ー ガ ノ ブ 家の 場合， 父親が 海外滞在中に 外国人家庭教師を捜 し，

面談の 上 で 雇用契約 を交わ して い る 。 以下 ，
こ こ で 雇用され た 教師フ ラ ン ス 人

ジ ル ベ ー
ル ・ ロ ム （1750−95）の 伝 記 をみ て み よ う 。

ロ ム は 優 れ た 数 学者で あ

り， 高度の 専門知 識を有す る者 と判断す る こ とが で き る だ ろ う
。

また 後 に
，

フ

ラ ン ス 革命期 に お け る ジ ャ コ バ ン 派の 山岳党員 と して知 られ る人物 で あ る。 彼

に 関す る記録 に は
， 外国人 家庭教師の 雇用 に つ い て詳 しい 記述が あ る。

1774

年 ，
W ム はパ リの ゴ ロ フ キ ン 伯爵家 で 家庭 教 師 を務 め て い たが ， 同家 で ス ト

ロ ー ガ ノ ブ 伯 爵 と出会い
， そ の

一
人 息子 の 家庭教師 を依頼 され る。

1774年 S

月 に ， ス トロ ー ガ ノ ブ 伯 爵 とロ ム の 間で 契約書が 交わ され た 。 その 内容はつ ぎ

の 6 項 目に わ た っ て い た （以下 ，
1 ル イ金貨 ＝ 20 フ ラ ン

，
1 エ キ ュ ＝ 3 フ ラ ン

，

1 フ ラ ン ス ・リー ブル ≒ 1 フ ラ ン で あ る）。

　  教育 は ， 両親 とロ ム 氏 の 問で あ らか じめ 厳格 に 考 え ， 決定 され た 計画 に

従 っ てお こ なわ れ る 。 教育科 目 と教授法 が取 り決 め られ る 。 勉 強時間 を決 め ，

性格形成を促す あ らゆ る こ とに ， 特別 の 注意が 払わ れ る 。
い っ た ん こ れ らを検

討 した後 に は ， 双 方 は ， 合意 に 基 づ い た決定 を変 えて は い け な い
。

　  最初の 3 年間 は ，
ロ ム 氏 は報酬 と して 年 IOOル イ金貨を受 け取 る。 そ の 後

は ， 教育終了 まで ， す なわ ち被養育者が 満 18才 に 達 す る まで 年 1000エ キ ュ ず

つ 受 け取 る 。

　  ス トロ ー ガ ノ ブ 伯 爵 な らび に相続 人 は ，
ロ ム 氏 に 対 し ， 終身年金の 代わ り

に ，
3 年 ごとに 8000 フ ラ ン ス ・ リー ブ ル を支払 う義務 を負 う。 もし仮 に ロ ム

氏 が 中途で や め ざ る を得 な い 場合 に は ，
こ の 8000 リ

ー ブ ル の うち か ら ， 勤務

時間に相当す る額が 支払わ れ る 。

　  教育終了 後， も し ロ ム氏 が 勤務 を続け ， 被 養育者 と と も に旅行 に 出 る場合

に は ， 双 方は 新 しい 取 り決め を結ぶ こ とに な る。

　  衣服 を含 め
，

ロ ム 氏 は ス トロ ー ガ ノ ブ 伯 爵の 完全 な扶養の も とに置 か れ る 。

被養育者 の 使 用人が ，
ロ ム 氏 に も仕 え る 。

　  い か な る理 由に もか か わ らず ロ ム 氏 に は パ リまで の 帰国費用が 支払わ れ る 。

　家庭教育 は まず ，
7 才 まで パ リで 育 っ た子 弟が ロ シ ア語 を全 く知 らなか っ た

と い う事情 に よ り，
ロ シ ア語学習か ら着手 され た 。

ロ ム は こ れ に 同席 し ， 自 ら

V シ ア語 を修得 して い る 。
ロ シ ア 語の 教師が 誰で あ っ た の か

， 明 らか で はない
。

こ れ を経 た後 ，

『プ ル ター ク 英雄伝 』 や ス トロ ー ガ ノ フ 伯 爵 が ロ シ ア語 の 翻 訳
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に 携わ っ た マ ル モ ン テル 『ヴ ェ リサ リー
』 な ど の 講読が行わ れ て い る 。

ロ ム は ，

これ らの 書物が君 主や 祖国 へ の 愛 情を培 い
， 不幸 の 中に あ っ て も魂の 高潔 さ と

強い 精神力 を作 る上 で 大 き な役割を果た した と回想 し て い る 。 数学者で あ っ た

ロ ム が ， ス トロ ー ガ ノ ブ 伯 爵子弟に 数学の 手 ほ ど きを した の か ど うか に つ い て

は触 れて い な い
。 お そ ら く契約書第 1項 目に あ る よ う に ，

ロ ム に よ る教育 は
，

フ ラ ン ス 語を基礎 と した情操教育 に 重 きを置い た もの で あ っ た よ うで ある。

12

　 こ れ に 対 して第二 の タ イ プ は ， 外国か ら家庭教師を呼び寄せ るの で は な く，

ロ シ ア 在住 の 外国人 の 中か ら求 め る ケ ー
ス で あ る。

こ の 場合 ， 教育 の 水準 も低

くな る傾向に あ り， 地元在住 の
， 教育者以 外 の 外 国人 が せ い ぜ い 外国 語の 読 み

書 きを教 える こ と もあ っ た 。 そ の事情 と して ， 特 に地 方貴族の 場合， 経済的余

裕が 小 さ くなる と と もに ， 担い 手 とな る 外国人教育者 その もの が 不足 して い た

こ とが あ げ られ る 。

　 た とえばオ レ ン ブ ル グで ， 農奴 500 人 を所 有す る地 主貴族 の 第九子 と して 生

ま れ た MS ．ニ コ ー
レ ヴ ァ （1806

−78） は
， 年 の 離れ た 兄姉た ち が 受 けた

，
18

世紀末 の 教育に つ い て 回想録 に綴 っ て い る。 そ れ に よ る と， 両親 は モ ス ク ワ で

子 ど もた ち の 家庭教師 を雇用 し
， 所領に 連れて きて い る 。 そ の 多 くは ， フ ラ ン

ス 革命後，
ロ シ ア に 溢れ て い た フ ラ ン ス 移民 で あ っ た とい う。

T’

　た だ し ，
この ニ コ ー レ フ家の よ うに 農奴 500 人 を所有す る貴族 は経済的に 恵

まれ た 方で あ り， 地方 の 貴族 下 層の 場 合 ， さ らに 厳 し い 条件に 置か れ た と も思

わ れ る 。

14
そ う した 18世紀半 ばに お ける地 方 の 貴族下 層の 事例 と して ， 以下

の ボー ロ トフ 家や デル ジ ャ
ー ヴ ィ ン 家 を位置付 け る こ とが 可能で あろ う。

　まず ， トゥ
ー ラ 県生 まれ の 農学者で あ り， 膨大な 回想 録 を著 した A ．T．ボー

ロ トフ （1738− 1833） の場 合 を み て み よ う 。 ボー
ロ トフ 家 は ，

16 世紀 に さ か の

ぼ る古 い 伝統 を持 っ て い た が ，

「
外 国人 家庭教 師を雇用 す る ほ ど」 裕福 で は な

か っ た 。 ボ ー ロ トフ の 教育 は ， 6 歳 の 時， 友入 と と もに 老 ウ ク ラ イ ナ 人の も と

ヘ ロ シ ア語 の 読 み書 き を習 い に 通 っ た こ とか ら始 まる 。 そ の 後 ， 地 方連 隊長 の

父親 と と もに ， ボ ー ロ トフ は エ ス トニ ア に転 居 す る 。 9 歳 に な る と， 父 親 は 息

子 の 将来 の た め
，

ドイ ツ 語 と算数を学 ばせ る こ と を決意 した 。 ボー ロ トフ に よ

れ ば ， 1740年代 に は ドイ ツ 人 や フ ラ ン ス 人 の 教 師は 少 な く ， ま た 住 み 込 み の

家庭教 師 を雇用 す るの は高額 なた め に
， 父親 は連隊に 所属 す る ドイ ツ人下十官

ミ ラ ー を雇 っ た 。 なお ， 教師 の 報酬 に つ い て は全 く触 れ て い な い
。

　ボ ー
ロ トフ に よれ ば

， 連隊勤務の ドイツ 人士 官の 多 くは リー フ ラ ン トや エ ス

トラ ン トの 貧 し い 貴族 の 出身 で ， そ の 多 くは 学 問が な か っ た 。 ミラ ー は 商人 の
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生 まれ で あ っ た が ，

「
学問が 無 く， 自己 中心 的 で 乱暴 な性格 」 で あ っ た 。 ミ

ラ ーの 教育実績 に つ い て ， ボー ロ トフ は ， ドイ ツ 語の 読 み書 き と算数 の 基礎力

は つ い た とは い え， ドイ ツ語会話 を教 え る こ とはで きず ， 暗唱用単語帳だ けで

苦 しめた ， と回想 して い る 。

　なお
，

ボ ー
ロ トフ は ，

ミ ラー か ら 1 年間教育 を受 けた 後， 隣人 の クー ル ラ ン

ト貴族 の 家 に 預 け られ ， そ こで 雇わ れ て い た ザ クセ ン 出身 の 家庭教師か ら無償

で ドイ ツ 語 ・フ ラ ン ス 語 ・絵画 を学 ぶ 。 さ らに 11歳 か ら 1年間 ，
ペ テ ル ブル

グの パ ン シ オ ン で フ ラ ン ス語や地理 な どを修 め た 。

li

　 また ， やや 特異 な例 と して ， カ ザ ン の 貧 しい 貴族 に 生 まれ た 詩 人 G ．R ．デル

ジ ャ
ー ヴ ィ ン （1743

− 1816） の 体 験 が あ る 。 デ ル ジ ャ
ー ヴ ィ ン は 七歳 の 時に

，

他 に教師が い な い とい う理 由か ら
， 同 じよ うな境 遇の 貴族子 弟 と と も に ， カ ザ

ン に 流刑 中の ドイ ツ人 か ら ドイ ツ語 を習 っ て い る 。
こ の 囚人 は ろ くに 文法 も知

らず， た だ ひ た す ら 単語 を暗 唱す る こ とを強い
， 頻繁に 子 ど もに 体罰 を与 える

乱暴 な人物で あ っ た
，

と デル ジ ャ
ー ヴ ィ ン は 回想 して い る 。

1‘

3． 外国人家庭教育の 効果 お よび影響

　で は
， 以上 の よ うな外国人 に よる家庭教育 は ， 貴族の文化的側面 に どの よ う

な効果 と影響 を与 えた の だ ろ うか 。 まず第
一

に ， 外国人 に よ る家庭教育 は ，
ロ

シ ア貴族が ヨ ー
ロ ッ パ 文化 と直接接触 す る大 き な機会 とな っ た 。

19世紀未の

ロ シ ア 女性 史家 V ．0 ．ミ フ ネ ヴ ィ チ は，
18世紀の フ ラ ン ス 人 家庭教師の 成果 に

つ い て ，

「教 え子 を特別 な知識で 豊か に す る こ とは な か っ た か も しれ な い
。 け

れ ど も， 少な くと もフ ラ ン ス語 を教 え る こ とに よ り ヨ ー ロ ッ パ の 学問 や 文学 の

宝庫に親 しませ
， 多少 な りと もロ シ アの 子 ど もた ち を， 自国で 身 に つ けた文化

的習慣や 人文学的理 解の 中で 養育 した 」 と判断 して い る 。

17

　 とは い え ， 外国人 に よる家庭教育の 普及 は ， 同時に 教育者 と して 不適格 な外

国人 に よ る教育 が横行 し， 不十分 な成 果 を もた らす こ とに な っ た 。 実際 ， 教育

関係者 以外の 外国人 に よ る家庭教育 は ，
18世紀 後半 を通 じて 最 も主要 な 社会

問題 と され た 。
フ ォ ン ヴ ィ

ー ジ ン の
『
親 が か り』 （1782） は ， 教育 者 と して 不

適格な外国人教師ばか りで な く， 地主貴 族の 無教養 と粗 暴 さ を痛烈 に 風刺 して

い る。
こ こ で 描か れ た ドイ ツ 人家庭教師 は ， も と も と御者 を生業 と して い た が ，

失業 し， 困窮 して 家庭教師に な っ た 人物 で あ る 。 彼は モ ス ク ワ で プ ロ ス タ コ
ー

プ家 と 6 年 の 契約 を結 び ， 地 方 に赴 く。 プ ロ ス タ コ ー
プ 家 は

， 警察署 に まで 契
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約の 事実を届 け出て ある とい う。 彼の 報酬 は ， 他 の ロ シ ア人教 師たち よ りも高

額で ，
3ヶ 月 ご とに 先払 い で 受 け取 っ て い た 。 プ ロ ス タ コ

ー
ワ 夫人 は ， 家庭教

師の 出自や教育的技量 な ど全 く頓着 しな い
。 も っ と もその 教養の 有無 を検討出

来 る ほ ど の 教 養が
， 彼女 に は 全 く欠落 し て い る の だが 。 外 国人 を家庭 教 師 に

雇 っ た
，

とい う事実だ けで 彼女 は十分満足 して い る。

　 こ う した状況 は ， 元老院議員 で あ り，
フ リ

ー
メ

ー
ソ ン と して も知 られ る LV ．

ロ プ ー ヒ ン （1756−1816）の 回想で も窺 え る 。
ロ プー ヒ ン の 両親 は， 外国語 を

含 まな い
「古 い 時代 の 教育 」 を受 け て い た た め ，

「十 分 な 配慮 1 を も っ て 子 ど

もに 教育 を与 える こ とが で きなか っ た 。 そ して そ の 結果， 自分の 教育に つ い て

は ，
ロ シ ア 語 の 読 み 書 き を 家 の 使用 人 が ，

フ ラ ン ス 語 を
「
文 法 を全 く知 らな

い 」 フ ラ ン ス人 家庭教師が
， そ して ドイ ツ 語を 「 ドイ ツ語を嫌悪 して い る 」 ド

イ ツ 人 家庭教師が 担当す る こ と に な っ た ， と ロ プ ー
ヒ ン は 判断 して い る 診

　第 二 に
，

19世紀 ヨ ー
ロ ッ パ 貴族の 比 較研 究に お い て D ，リー ヴ ェ ン が 主張 す

る よ うに
，

ロ シ ア貴族が ヨ ー ロ ッ パ に つ い て 広範 な 言語 ・文化の 教育 を受 けた

こ とは ， 自国の 言語 ・ 文化 を認識 す る ヒで も大 きな意味 を持 っ た 。

19
そ の 際 ，

リー ヴ ェ ン 自身 は 主 と して 男子 学校教 育 を念頭 に議論 して い るが
， 家庭教育が

同様の 役割 を果た した こ とは間違い な い
。

　前節で も触 れ た ヴ ォ ロ ン ツ ォ フ は ， 外 国 の 言語 ・文化 を偏愛 し， 母 国 の 言

語 ・ 文化 を蔑視 す る風 潮 に 警鐘 を鳴 ら して い る。

「ペ テ ル ブル グや モ ス ク ワ の

住人 で
， 自らを教養人 で あ る とみ な して い る人 々 は

， 子ど もが フ ラ ン ス 語 を覚

える よ うに ， 外国人 に 囲まれ て い る よ うに 気 を配 り， 高額 な ダ ン ス や 音楽の 教

師 を雇 っ て い る 。 しか し母 国語 は教 えな い
。 従 っ て

，
こ の す ば ら しい 高額な教

育 は
， わ れ わ れ の 存在 と密接な関係に あ る母 国に 対 して 無知 ， 無関心 ， さ らに

軽蔑 さえ もた ら して い る 。 それ は外国 ， 特 に フ ラ ン ス の 風習に 関す る あ らゆ る

こ とに 愛着 を抱か せ る 」 。 そ して ヴ ォ ロ ン ツ ォ フ 自身 は ，

「
当時， 教育 科 目か ら

はず され て い た ロ シ ア 語 の 学習 を お ろ そ か に し なか っ た 」 こ とか ら，
こ う した

偏重 を 回避 で きた の で あ る， と。

le
とは い え， こ こ で 考 えた い の は ヴォ ロ ン

ツ ォ フ が 母 国の 言語 ・文化 へ の 愛 着を意識す る背 景 と な っ た 家庭 教育体験で あ

る 。 ヴォ ロ ン ツ ォ フ 自身は ，
ロ シ ア語教育 を あ げて い るが

， 前節で み た よ うな

外 国人 に よ る家庭教育 が そ の 意識形成 の 基盤 とな っ た の で は な い だ ろ うか 。
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おわ りに

　以 上 の よ う に ， 18世紀後半に は ヨ ー ロ ッ パ 諸国 との 関係強化や 外国人の 増

加 ， 女子 を も含 めた 教育 に対 す る 意識 の 向上 ， そ して ヨ ー ロ ッ パ 文 化 へ の 関心

の 高 ま りを背景 に
， 外 国人教 師に よ る家庭教育が貴族 に お い て 普及 した 。

　 こ の 時代の 家庭教育 の 事例 か らは ， 家庭 教育の 担 い 手が 雇用側 の 経済状況 に

応 じて ， 専門的知識や経験 を持つ 海外在住の 外国人 か ら ，
ロ シ ア 国内の 外国人

教 師 ， そ して 地 方連帯 勤務 の ドイ ツ 人 下 士 官 や フ ラ ン ス 人移 民 まで ， 多様 で

あ っ た こ とが 確認 され る。 外国人家庭 教師の 質的多様性 に 対応 して
， そ の 教育

内容 と成果に も大 きな差 が あ っ た 。 ヴ ォ ロ ン ツ ォ フ 家や ス トロ
ー ガ ノ ブ 家の よ

うに ， 専門的知識や経験の あ る 外国 人家庭教師に よ る家庭教育は ， 外国語習得

に と ど ま ら ず ，
ヨ ー ロ ッ パ の 文学や 思想 ， 占典 に 親 し ませ ， 子 ど もの 世界観 を

豊か に した 。 また 史料か らは ， 家庭教育が 厳密な契約書 に基づ き行わ れ て い た

状況 が 窺わ れ る 。
こ れ に対 して ， 教 育関係者以 外 の 外 国人 に よ る家庭教育 は ，

外 国語の 読 み 書 きの 基礎 に 終始 した 。

　 こ う した 外国人 に よ る家庭 教育 は ， その 成果が 不十分 で あ っ た に せ よ ，
ロ シ

ア 貴族が ヨ ー ロ ッ パ 文化 と直接接触 す る大 きな 機会 とな っ た 。 ま た外国の 言

語 ・文化 を偏愛 し
， 母 国の 言語 ・文化 を蔑視 す る心理 を生 み 出 しつ つ も ， 同時

に ヨ ー ロ ッ パ に つ い て広範 な言語 ・ 文化 の 教育 を受 け る こ と に よ り， 自国の 言

語 ・文化を認識す る手が か りを与 えた とい え よ う。

　 さて 置9 世紀 ， 特 に 1812年以降 ， 愛国心 の 高 ま りが み られ る 中で ，
こ うした

外国人教師 に よ る家庭教 育は ど の よ うな 変容 を見せ る の だ ろ うか 。 女子 に お け

る家庭教育の 発展 ， 学校教育 との 関係， 家庭教育の 場 とな る家族 の 構造 や親族

関係 を踏 まえ つ つ
，

こ の 問題 を ロ シ ア 文化史の 枠内か ら考察す る こ とが ， 今後

の 課題 とな る で あ ろ う 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （お の で ら　 うた こ ・ 京都大 学大学院）

注

1
ロ シ ア貴族身分は

， 世襲貴族 と
一

代貴族 に 大別 さ れ る が ， 本稿で は世襲貴族 を考察の

　 対象とす る。 なお
， 本稿で 検討す る

「
外国人」 を厳密に 定義す る こ と は困難で あるが

，

　 こ こ で は 主 と し て 西 ・ 中 ヨ … ロ ッ パ の 言語 （英語 ，
ドイ ツ 語 ，

フ ラ ン ス 語な ど） を母

　 語 と し ，
ロ シ ア 帝国以外 の 出身者だ けで は な く， 本人ない しはその 祖先が ロ シ ア に 帰
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　 化 した者も指す 。 また場合に よ り， 18世紀 に お け る ロ シ ア 帝国の 領土的拡大 の 結果，

　 帝国臣民 とな っ た者 も含 む 。

」 B ・0 ・ク リ ュ チ ェ フ ス キ
ー 1

．
ロ シ ア史講話」 5

， 八 重樫喬任訳 ， 恒文社 ，
1983

，
190

　 220
．
貝。

コ

　．JJo〃mLn 　aH 　10，　M ．　Bece皿b】o　pyccKo臼　KyJlbType ．　bblT　H　Tpa 八HuM 目　PyccK〔〕rc〕 、’IBoP ”HcTBa

　 （．XVIII −Haya ，fio　XIX 　BeKa ）．C「16
．

】994．　C．75−88． 邦訳 ニユ ー リー ・
ミハ ／ ロ ヴィチ ・

　 ロ ー トマ ン 『ロ シ ア貴族 』 桑野 隆 ・ 望 月哲 男 ・ 渡辺雅 司訳 ， 筑摩書房 ，
1997

。

4

　／Lvtttκαρee α H．，・7．　Hac’rfiaH　MM311b　pyccKoil冫KellLUHHbl： HeBecTa ，＞KeHa
，
　JK〕60BHHIIa（X −

　 Ha9・a，・ne 　XlX 　B．），　NM．， 1997．　C ．208−220． ま た近年の 研究で は ，
　 B．N ．ミ ロ

ー ノ ブ が ロ シ

　 ア貴族 の 家族構造 をみ る立 場か ら ， P．R ．ル ー ズヴ ェ ル トが所 領生 活 に お け る子 ど も

　 期 を検討す る立場 か ら， 家庭教 育に つ い て 簡 単に 触れ て い る （A4uρoHoe 　 IS− H ．

　 COUMa。lbHa ｝i　MCTOpH5 ］Poccmd．　C 冂6．，1999．　T．1．C ．258・261；Roosevelt，　Priscilla　R ，　Li陀 on

　 the　Russian　Country　Estute： ASocial　and 　Cultural　History．　New 　Haven　and 　London ，

　 1995，P．181）0

5

　TLIpmaκofscft
’
ufi　A ．ノ

「
：　1）PyccKaH　MeMyapHc

’
rliKa　XVll1−IlepBoVa 　rIらMoB ｝iHL ［ XIX 　B ．　M ．

，

　 1991．C．220，221；2）PyccKaA　MeM ＞i
’
aPHCT レ！Ka 　M 阿cTop 田 ecK し）e　c〔）3HaHMe 　XIX 　BeKa ．　M ．，

　 1997，C．5，6．
（）

　Raefj；ルlarc．　Origins　of 　thc　Russian　Intelligentsia： The　Eighteenth−Century　NobiliIy，

　 New 　 York 　and 　 London ，1966，　 P．126．
1

貴族幼年学校や リツ ェ イ ， 法科学校 へ の 入 学 は世襲貴族の うち ， 称号 を有す る家門 ，

　 1785年の 特権許可状法施行 ま で に 貴族身分 と して 100 年以上 経過 した こ と を証 明 可

　 能 な家門の 子 弟に の み 許され た 。 詳細 は ， ilBup”HcKvic　 p｛
’
）Ahl　 POCC凾 CK 凾 　HMne 叫 1．

　 CI　I6．，　t　993．　T ，LC21 ；五f〜｛ρo鮒 65 ．　H ．　CoLIHa．，lbHaH 　PICTc〕pliH　PoccMM．（：．85， 86 を参照。
s

　（：）9cp − i　MCTOPIM 　JIeHLiHrr）a丑a ．　 M ．；JL，　1951．T，1，　C，111，　112，
t）

　ノセθρ2π if．⊂）nレIcaHMe 　p〔x 鹽cH‘icKo・MM ［【epaTopcKo 「o　cToJ 目
1
［H   Po　rQPoAa 　CaHKT・IaeTeP6yp］’a　H

　 羝ocTol τaMATHocTeil 　B　oKpecTHocT 》｛x　oHol
’
〔」

，
　c ［L．na ［1〔〕M ．　Cr16．， 1ア94〔Per1PHHT．　P13丑．1996）．　C ．

　 146．　 こ こ で は ， 家庭教師 を含む 外国人教育関係者の 総数お よ び職種別内数 に つ い て

　 立 ち入 る こ とは で きな い 。 私立寄宿学校 （パ ン シ オ ン ）の 状況を大 まか に 示す に と ど

　 ま る 。

」

“
ソ 連邦諸民 族の 学校 ・教育 思 想史概略 』 に よれ ば ，

1750 年代の 国民学校 設立

　 委 員会調査で は，
ペ テル プル グ に パ ン シ オ ン が数校確認 さ れ た 。 そ の 後，80 年の 調

　 査で は ，
パ ン シ オ ン の 数 は 23 校 に増加 した 。 こ れ ら バ ン シ オ ン の 経営者はす べ て ド

　 イ ツ 人 か フ ラ ン ス 人 で あ り ， 教師 も 72 人中 52 人が 外国人 で， ロ シ ア人 は 20人 に す

　 ぎなか っ た 。
こ の よ うに ， 外国人教師の優勢が 確認 され る （OqePKH　PiCTOPMH　IJIKO．，lb［　 L｛

　 ］le皿aropMqecE 〈o｝M　MI 、lcMI 　HapoaoB 　CCCP ．　XVIH ・nepBaH 　IIf），ノloHIIHa 　XIX 　B．入i．，1973．　C ．48
，

　 1・10）。

1°
ク リ ュ チ ェ フ ス キー 『

ロ シ ア史講話 』 5
，

190193 頁 ；Ce．．ifeHoesa 　．・7．　 H ．　 BblT　H
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V シ ア貴族の 家庭教育

　 HaceAe ］IMe　CaHKT−neTep6ypra （XVIII 　BeK ）．　Cn6 ．
，
1998．　C．9．

II

ア レ ク サ ン ドル は， 後の ロ シ ア ・ア カ デ ミー初代総裁 エ カ テ リーナ ・ダーシ コ ヴ ァ の

　 実兄と して も知 られ る （BopoH40s　 A．　 P．3amicKH　 rpa φa ．AAeKcaHnpa　 PoMaHoBldt｛a

　 BopoHuoBa　／／PyccK且前 apxHB ．1883．　KH．1．BbllT．2．　C ．231，232）。

Ll
　冫Kli．qb6ep 　PoMM 　（1750−1795）．　K 　HcTopHM 　pyccKota　o6pa30BaHHocTM 　HoBoro 　BpeMeH 匿　／／

　 PyccK甬 apxHB ．1887．　KH．1，Bbm ．1．C ．5−39． 名門ク ラーキ ン公 爵家の 出身で あ る母 親

　 と
， や は り

「
古 い 」 貴族の 家柄で ある父親 との 問に 生 まれ た詩人 Ju．A ．ネ レ デ ィ ン ス

　 キー ＝ メ レ ツ キー （17511828 ）の 事例 で も ， フ ラ ン ス 語 の 基礎 ， 正 書法 ， 算数 ， 並

　 び に 年代記や 占代史， 地理 ， 天文 な ど教養科目を教授す る とい う条件で
，

フ ラ ン ス 人

　 教師と契約書 を交わ し て い る （fO．　 A． 1　le，fle．q− EcKHM ・ivle．”etlKMii ．　 OqepKM　 ePo　 MH3HM
，

　 6yMarH 　M　nepenHcKa ／／PyccK”曲 apxMB ．1867．　KH、L　C．lo6
，
　lo7）0

1s
　ilepTbl 　cTapHHHoro 　皿BopfiHcKoro 　6blTa．　Becfio．MHHaHHA 　MapHM　CeprecBHbl　H 臨Ko 調eBo 曲　／／

　 PyccK繭 apxHB．1893．　KH．3．　Bbm．9．　C．116． なお以 下 は ，
ロ シ ア西部国境地帯の ドイ

　 ツ 系貴族の 事例で あ るが ， 母語以外 の教 育の た めに フ ラン ス 人 を呼び寄せ た とい う点

　 で共通 して い る 。 四 等官の 父親 と
「
．
占い 」 貴族出身の 母親の 間 に ス モ レ ン ス ク で 生 ま

　 れ た 陸軍少将 レ フ ・N ・エ ン ゲ リガ ル ト （1766− 1836）の 回想 に よれ ば ， 1777年に レ

　 フ の 両親 は長女ヴ ァ ル ヴ ァ
ーラ の た め に

， ヴ ィ リニ ュ ス か らフ ラン ス 人 マ ダム ・ ル ヌ

　 ヴーを住 み 込 みの 家庭教師と して ， 年 500 ル ーブ リで 呼び寄せ て い る 。 担当教科 は フ

　 ラ ン ス語だ けで ， この 授業 に は レ フ も同席 して い る 。
レ フ 自身 は この ほ か に ，

ロ シ ア

　 人退 役陸軍中尉 か ら年 60 ル ーブ リで ロ シ ア語 ， 算数 ， ドイ ツ 語を教わ っ て い た 。 そ

　 の 後レ フ は に 歳 （1778年） で ス モ レ ン ス クの パ ン シ オ ン に 入 学 して い るが ， その 授

　 業料が 年 100ル
ーブ リで あ っ た と記録 して い る （∂Hzenbeapdm ／Z　 H ．3an”cKH ．筑

，

　 199ア．C 、17・19）。

14U
シ ア貴族の 階層を分 類す る際，

…
般的に は所有す る男性農奴数が 基準 として 利用 さ

　 れ る 。
E ．N 、マ ラ シ ノ ヴ ァ は最新の 研究で ， 農奴 500 以 ヒを E層 ， 100．500 人 を中層 ，

　 20100 人 を下層 と区分 して い る （Mapacu”oe α E 以 IlcPixo．iorpm ∋ulHTbl 　poccMi｛cKoro

　 ABopslHc
’
vBa 匸K）c誣e八He 曲TpeTM 　XVIII　BeKa ： 「lo　MaTepHa ，naM ］］epellMCKM ．　M ．， 1999，　C．10）。

　 また ，
ル ーズ ヴ ェ ル トは ，

200 人以 hを．ヒ層 ，
80−200人 を 中層 と位置 づ け ，

80 人 以

　 下 を 所 領経 営 の み で は 生 計 を立 て られ な い 貧 困層 と判 断 して い る （Roosevett，

　 Priscilla　R ．　Life　on 　the　Russian　Country　Estate．t．，　xiii）。

Js
冫KH3Hh　H　1］pHK．aK）YeHF ｛H　AH八pesi　B 〔MoToBa

，
〔jiTurcaHHhle 　ca ．vptM 匿M 　fi．IIH　cBo 列x　IloToMKOB

，

　 1738・1795： B3T ．　M ．， 1931．T．1．　C．38−41． も っ と も ， 教育以 外 の 別 の 日的 で 雇用 し

　 た外国人 を家庭教師 として も用 い る例 もあ っ た 。
1800年 10月 7 日，

ハ リ コ フ の 地 主

　 で あ っ た陸軍 中佐 K とプ ロ シ ア 国民 の 庭師 フ リー ド リ ッ ヒ ・ロ ッ トの 間で 契約が 交

　 わ され た 。 それ に よる と， まず 冬季 に は ドイ ツ 語の 読 み書 き と算数の初級 を教 え ， 夏

　 季 に は 英国風の 庭園を こ し らえる こ とが記 され て い る 。 貴族 らしい 躾が な され る よ う
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　　に ， 家庭教師自ら手本 とな る よ うな 振 る舞い が 要求 され て い る。報 酬 として ， 年 120

　　ル
ーブ リの 他 ， 現物 と して食糧が 支給 され た （HeMcq−”e皿aror　 B　 PoccHm．1800　 r．〃

　 PyccKa兄 cTapMHa ．　1873．　T．7．　C．858，859）n

Ih
　 PyCcKHc− McMyaPbl ．　 M ．， 1988．　 C ．133， 134． 同様 の 事例 と して ， ．，70tZ．Yκ ltH κ．　 B．

　 3aHHcKH　CcHaTopa　M ．　B．　JlonyxHHa．　M ．
，
1990．　C．1 を参照。 1730年代後

’
トに 砲兵学校

　　に 学 ん だ M ．V ，ダ ニ ー v フ （1722 ・90） に よれ ば ， 砲 兵 学校 で も， 外国人 教師が 大 変

　　不 足 し て い た た め ， 足 枷 を は め た 囚 人 や 殺 人 犯 が 教 師 と し て 用 い られ て い た

　　（3amdcK” M ．　B．，itaFIM，，loBa ／／Pyccl〈レ1面 apxHB ．1883，　KH．2．　Bb旧 ．3．　C ．17）。

卩

　fV
’luxHeBuv　B．0．　PyccKafJ＞KeH ［IUIHa 　XVHI 　cTo ，neTyl ”．　M ．， 18951 ：PenpHHT．　H3A ．1990｝．

　 C ．76，7ア．
ls

　3anplcKM　NlocKoBcKoro　MapTHHMCTa 　ceHaTopa 　M ．　B．．IIQ”yxvtHa／／PyccK噛 apxHB ．1884．

　 KH．1，　Bbm．1．　C．3． 国家 に よる教育政策の 展開は ，

一．− 18世紀後半に は学校教育の 対

　 象 を女子 に まで 拡大す る な ど の 進展 をみ せ た の と は対照 的に 一　 家庭教育に 関して

　　は後れ て い た
。 確か に 1757 年 ， 政府は科学ア カ デ ミ

ーや モ ス ク ワ 大学 の 教授 に 外国

　 人 家庭教師の 資格試験を行 うこ と を命 じた法令 を発布 し ， 外国人家庭教師の 管理 ・統

　 制 を強化 した 。
こ の 試験 に合格 し適任者 と認定 さ れた ．者に の み ，

パ ン シ オ ン や 貴族家

　 庭 で 教 える資格が 与え られた 。 とは い え，
こ の 法律の 実効 1生に は 疑問が ある 。 ま た こ

　 れ に先立 つ 】755 年に モ ス ク ワ大学 が創設 され た が ，
ロ シ ア貴族史研究家 A ．V ．ロ マ

　　ノ ヴ ィ チ ース ラ ヴ ァ チ ン ス キ
ー

は ， 家庭教師の 低い 水準が 大学創 設の
一
要 因 とな っ た

　　と指摘 し て い る （OyepKH　HcTopHH 川 Ko ．Tbl　H ［le ，TaF｛〕f四 ecKo 前 MblC 。lli　Hapo 皿oB　CCCIり．　C ．

　 48；1）oMaH θ6av −〔二しza6αmuHch
’
ua
’
A ．　B．．aB〔｝pHHcTB（

．
l　B　I〕ocCHH ．　OT　I］auaLla　XVIIIBeKa 皿o

　 oTMeHbl 　Kpe ”ocTHoro 叩 aBa ．　Cl　16．
，
1870．（］．8i＞。

］9

　Lieven，　 Dominic ．　The 　Aristocracy　in　Europe，18［5−1914，　 London ．1992．　P」79．
1°

　Bo ）ooHqoB 　A ．　P ．3armcKM　rpa φa ．bL．ileKcal｛皿pa　PoMaHoB幽 a　BopoHtioBa．　C．231
，
232．

yTaKO 　OHO 江9PA

　且oMa1 皿 Hee 　o6pa30BaHHe 　PyccKoro 　ABoPAHcTBa 　M　BJIHHHHe

HHocTPaHHbIx 　BocnHTaTeJle 曲 Bo 　BToPo 鈍 noJIoBHHe 　XVIII 　BeKa

　　 BXVH 旦BeKe 　6bI川 npoBe ，TteHb ］peφoPM 目
，
　eBp σHe ｝13HpoBaB ロ」He　pyccKoe　o6u 工ecTB α B

艮oMa 川 HeM 　o6pa30BaH ト弓H　pyccK ｛〕r
’
o　ABOpfiHCTBa　Ba 氷 Hy ｝o　HcTopHqecKyK ）　po，πb　同fpa ’1H

HHocTpaHHble 　 Boc 冂｝1TaTeJIM 　 ryBepHepbI 目　FyBepHaHTKH ．

　　 06paT｝iMcH 　K　H囗M　n』A　Toro
，
9To6b ］06PHcoBa ・

Fb　Ky，几bTypHo −HcTopHqecK ｝1繭〔，6pa3＞K目3HH

pyccKoro 川 oP 別 icTBa 日o　BTQpOta ”o 。qoBHHe 　XVIll 　 BeKa ．

　　 BHacToHLLL（｝e　BpcMH 　Mo 冫KHo 　Ha 酌T 回 MHoF 〔，　Pa60T 　l且o 目cT ｛〕p罫1H　l1lKo』 HHpocBeu ユeH レ1｝｛Toro
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BPeMeHM,  CU3JlaHHb[X  B g]10HHM K  3a  PY6eMOM. rlPH 9TOM  }{CCJte2LOBaTejlM YAeJl}IJLM P.[aBHOe

BHMMaHMe  C"CTeMe  ll MHCJII  06Pa30Ba]IH5L OJLHaKO FdCTOPM"  ,,LOMalllHerO  06Pa30BaH}{fi

PYCCKOT"O JLBOPH]ICTBa ]le llO,JI>igHAa "O.,IHOta Pa3Pa60TKH. nOCTaHOBKa 3TOth TCMbl CBfl3aHa C

ltOMCKaMVHfnBblX  aCJJeKTOB  B M3YLIeHHH  HCTOP"M  PYCCKOrO ,llBOP"HCTBa.

    lle.l" HCCJIeJIOBaH}IH IIOTPe60Ba.IH  rlPllB.qetlellMSI IUMPOKOI"e  KPYI'a nCTUilHHKOB:  3a[MCOK,

HOCflOMMHaft"ti, l'lldCeM, ,aOK>JMeHTOB  "  .itnTePaTYPHblX rlPOM3BCAeHMth.

    B nepBoM  r,IaBe paccMaTp}{BaeTcH  McTop}m  nBopflHcKoro  o6pa3oBaHMH  XVIII BeKa  li

nPOLLecc  PacnpocTpaHeHHfi 2zoNlaulHero o6pa3oBallpt}l B flBopm{cKol"1 cpene.  {{Ta6e,nh  o

PaHraX,> ycTaHoBH.l "pHH[w"  ['Oc>inapcTLsetlHoil c.Isi>K6bl A.7fl pyccKHx nBopFH. Hap",ft>,i c

3THM,  o6pa3oBaT{Me  6bl.'Io Heo6xo"lipt･fblM yc,nofmeM A.afi np"mt,nerMpoBaHHoro  cec,rtoBl{fl. B To

BpeM"  6blJI ygpe>KAeH psln cmeL-a.(bHblx  yge6Hblx 3aBeneHMM.  O,aHaKo ABepHHe

IIPenfiO[ll{TaJIH IIaBaTb 06Pa30BaHlle  AeT"M  I[e B llJKO.ifEIX, a ,10Ma  HOCPeJICTBOM  MI]OCTPa[IHhlX

YtlHTe.leil B  CM.IY  Pa3BWBaBUerOCST eBPOIteMCKOI'O  BJIH"HPISI.

    Bo BTopol"I p.fiaBe Mcc,ne71>ieTcA  KOHTpaKT,  3aK,･TtoileHHblM MeMJtY  11BOPHHaMM H

MHOCTPaHHblMH  BOC"HTaTe."flMM  (B KOTOPeM  OrOBaPIIBa,IHCb  {IPenMeT  06Pa30BaHM}{,  CPOK

"pc"o.aaBaH}m,  ""aTa  3a npe"onaBamle  pl Harpa>[{neHMe),  a TaKH<e  co]LMa."bl[oe

apolicxox{,leHHe  r'yBepllepoB  M  p>･'BepHatlToK.

    B TPCITbeth r.qaBe  OCBelllaeTCA  Oc06afi  PC)vlb HHOCTPaHHblX  YiMTe,net{' H }{X B.itLIfiHMe IIa

pyccKym  JIBOpHHcKwv}o Ky.IbTypy.  BooepBb[x, ILoMaLL]Hee o6pa3oBaJ{}te  c nOMouibLo

MHOCTPaHHblX  BOCIIHTaTeJeth  AaJIC} B03)vlOM]IOCTb  He"OCPellCTBCHHOPO  COnPHKOCHOBeHIM

P>,CCKHX .JLBOP}11{  C eBPOneFUICKO}"1 K.),.abT>.iPOn. BO-BTOPblX, M3YT{eHHe  eBPOneMCKIdX  H3blKOB

l･IMe.M) 311aHeHHe  
.)I.,1}1

 [I03]laHl{fl 
.[tB(}PSIHaM}I

 CBOei{  PenHOi{ KYJbTYPbl.  
'I'eM

 He  MeHee  B

,imTepaTypHHx  upoH3BeJ!eHif"x  BTepoth  no.nc)Bmfbl XVJII  BeKa  Ilo}IBLt.lic}I 
'rnmyHhlih

 o6pa3

PYBePHePa  [･1 FYBePHaHTKH,  }IMeiOLLLMil  UPOI[FIL{ecKPIVi XaPaKTeP.  DTO >iKa3blBaJO He  TO.qhKO  Ha

HeBe}KeCTBO  PIHOC'VPEIi{ribiX YLtHTe.J]elWf, HO  H  Ha  KYJII,TYPHYH)  He3Pe.nyOeTb  PYCCKMX JIBOPHH.

    B 3aK.qlOLIeHHM C,neJl>,iCT OTMeTllTb, tlTO  eBPOIIeMCKFIti 1<Y.lbT>,P]Ih]Vi OllhlT, llePellaHHblil

MHOCTPaHHblMH  YtlHTe.1fiMH, ()Ka3a.I B.JtttflHPie Ha  Pa3BltTl･te PYCCKOI'{) 1'Oe.VllaPCTBa " PaCIEBeT

PYCCKOIi ABOPAHCKOta I<ly,."bT>/･Pb].
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